




















流経法学　第13巻 第 2 号
ヨリモ薪山年貢ヲ上納シ来ル上ハ長浜村ハ大石村ト共ニ薪山ニ入会ヒ薪ヲ伐取ル」ことのみを認めた。大石村と長浜村とは、ともに旧幕府時代には天領に属していて独立した村で隣接関係にあった。現在、両村はともに山梨県南都留郡富士河口湖町の一部となっている。
以下は、本件訴訟資料の原本を一部複写および一部筆写したものの復刻である。原本自体は、昭和三五
（一九六〇）年頃まで河口湖町大石の資料庫にあったようであるが、今日ではその所在が明らかではない。原文を筆写したものについても欠けている部分があるために、完全なものとはいえない。しかし、これだけの資料が残っていることはきわめ 珍しく、大審院創設時における入会訴訟のあり方を窺い知ることのできる貴重なものであるように思われる。そこで、その全文をここ 復刻す ことにした次第である。そうして、最後に、大審院の「山論上告ノ判文」 （ 『大審院民事判決録自明治十年七月至同十年十二月』一六一丁〔司法省蔵版、明治一一年一二月印行〕 ）を載せている。
なお、前述のとおり、原本を筆写したものが一部あり、したがって、原本との完全な照合ができないことか










































































































































































































































大石村薪貢納大豆二斗五升ト記載有之年々長浜村ヨリ納来リ且明治二巳年以前モ 様納来ルニ相違無之上ハ原告長浜村ヨリ立入伐刈スルハ当然ナリト有之此儀大石村ニテハ長浜村ヨリ薪年貢大豆二斗五升納メ来ル抔ト申立候得共真実少モ不存且大石村分内ノ薪年貢ニ候得ハ長浜 ヨリ大石村ヘ受取大石村ヨリ長濱村薪年貢ト記シ 納可致哉大石村加印ニテ上納致ス哉且大石村ノ山税引方有之哉ニテ至当ナリ然 ヲ長浜村ニテ当 山内ヘ上納ト有之ハ何等ノ所謂ナルヤ現由御取調モ不被成下前条ノ御裁決ニテハ何分難服候　　　　
第二条
文政度済口証文中総山立木郷持トアルハ 持ト云フ一般ノ旧習ナル旨申立ルト雖トモ郷ト村トハ自カラ殊別ノモノニシテ郷持トアルヲ以テ大石 一村持トハ看倣シカタシト有之此儀別冊 記載候通大石村総百姓ヨリ同村与一ノ助外六人ヘ相係ル争論ニシテ隣 近里ニテ抱リ候争論ニ無之ハ其節訴答ノ云々ニテ判然相分リ候依テハ ヲ郷ト唱 候儀鄙俚ノ旧習殊ニ昔年天正度ノ領主猶其後ノ領主秋元候ヨリ度々 被下置候旧書ニモ大石村一 ヲ郷ト唱ヘ候儀モ有之且文政度争論ハ長浜村ハ勿論隣村々 不抱済口証文ニ候故全ク村ト郷トノ文字誤記 旧慣願程ノ儀ト種々弁明旧書類モ差上候得共少モ御調不被成下剩右争論ノ起之旨趣情実御汲分ケナク無学ノ愚民村モ ト誤書致シ候ノミヲ以前条 御裁決難服儀ニ 座候最 右証拠モノハ別紙ニ有之候
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尚宝暦度小作証文安永度ノ証文等ハ印形引合スベキ書類無之真疑ヲ訂ムルヲ得ス 有之此儀小作証詫証等印形可引合品ハ旧御代官所ノ節ハ村々ヨリ年々夫銭取立帳正副二帳捴人民連印ヲ以差 一帳ハ旧御代官所ヘ留置一 ハ村方ヘ御下渡シ 相成候 趣意ニ有之候間長浜村夫銭取立帳ヘ 引合被下 口亦ハ旧宗門帳ヘ引合セ候得ハ銘々聢ト合印可有之候間御取調奉願候　　　　
第五条





実際上ニ於テモ又入会タ 儀ナキヤ否ヤ申争ノミ シテ被告ヨリ申立ル件々ハ総テ採用シ難ト有之此儀元来長浜村三浦三右衛門ト申者寛文度御裁検地以来目今明治七年三月頃迄凡二百年余同村永代名主役相勤居リ候此三右衛門儀ハ先般山梨裁判所ヘ訴訟ノ節モ連印不仕論外ニ相成候儀ハ御推考被成下度如何 ナレハ従前入会モ不仕唯当今皆済目録 大石村ノ名儀有之 ミヲ以従来入会来ル抔ト申立候ハ当今ノ村吏一村ヲ煽動致 不条理ノ申立トハ兼テ弁ヘ居リ依之右三右衛門御呼出御取調被成下候得ハ従来入会タル儀ナキヤ否ヤ 判然相分リ候儀ニ奉存候且亦実地御検査被成下候得ハ是亦明白ニ相分リ可申儀ト奉存候間御取調奉願候　　　　
第七条
一昨七年五月中長浜村ヨリ当村山内薪年貢年々納来 存意 山梨県庁ヘ出願ノ節入会ノ名儀記載 指令有之且亦山梨裁判所ヨリ同県庁ヘ 照介ニ被及 処長浜村ヨリ積年上納シタルニ相違無之旨御回答有之ハ何等ノ所謂ヲ以他村区画内ノ山内ヘ上納相成リ候哉発端ノ次第柄仰御渡シ 無之長浜村旧名主三浦三右衛門居宅焼失ノ節証書類焼ノ実否御取調モ無之是マテ一円不存居候 方ノ地券帳簿等ヘ長浜村 儀 致シカタキハ当然ノ儀ニ奉存候間何卒 手数之儀 恐入候 トモ貢租ノ原由御取調ヘ被成下度左ニ無之テ 村内ノ者トモ難渋ハ勿論何分難服候前書条々上申候通リ不服ノ廉々有之右御裁決ニテハ大石 一村難立行往 衰微 外無之然ル処今般始テ入会
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入会ハセサル旨主張シ故障致スニ付明治七年五月中山梨県庁ヘ嘆願ニ及ヒシ処薪秣丈ケ入会之名義記載ノ地券状下渡シニ可相成指令有之依テ区長堀内雄右ヱ門ニ依頼シ屡掛合ヲ遂ル処大石村ニ於テ承諾セザルニ付終ニ出訴ニ及ヒタリ然ルニ被告村ヨリハ文政度済口証文ノ写其他天明度大石村差出明細帳ノ写宝暦度小作証文安永度ノ証文等ヲ以テ大石村山内ヘ他村入会ハサル確証ノ趣答出ルト雖モ文政度ノ済口証文中ニ総山立木秣場共郷持ト有之ヲ以テ大石村一村持トハ看做 難ク天明度大石村差出明細帳写シ 中ニ当村山内ヘ他村ヨリ入会一切無之ト記載有之ハ何等ノ所以ナル哉長浜村ニ於 ハ之ヲ知ラズ宝暦度ノ小作証文モ長浜 小左衛門外一人ト大石村甚兵衛外一人トノ間ニ取結タ 契約ニシテ是ヲ以テ普ク闔村ニ論及スルヲ得サルノミナラス其頃 印形引合スヘキ書類無之故 拠トハナ 難ク安永度証文ニ至 モ同断ノ儀ニ付山梨県庁ノ指令ニ基キ地券取調帳簿ニ長浜村入会ノ名義ヲ記載シ 来モ異論ナ 薪秣等伐刈致シ度旨申立タリ　　　
第二条
被告申立ル所ハ従前大石村 村持切ノ山ニ有之処明治七年五月中原告長浜村 者共大石村 内ヘ入会 旨 梨県庁ヘ出願致シ薪秣𠀋ハ入会タルノ地券状下渡シニ可相成指令アリシコトハ今般吟味ノ上始メテ之ヲ知レリ而シテ長浜村ニ於テ大石 薪山貢納大豆二斗五升宛年々納来ル趣ヲ以テ明治二巳年ヨ 同六酉年マテノ同村皆済目録ヲ証拠トシ従前ヨリ入会タル旨申立ル 雖トモ何等ノ由緒有之何年度ヨリ納メタル哉分明ナラス明治二巳年十二月中長浜村旧名主三浦三右衛門居宅焼失シタルヲ口実ト為シ右 書不残灰儘セシ抔ト唱フルハ最モ訝キ申分ニ付明治二巳年以来皆済目録 ミニテハ信用 カタク当村所持ノ文政度済口証文中ニ総山立木秣場共郷持ト記載有之古来村持ヲ郷持ト唱フル旧習ニシ 郷持 アルハ即チ大石村一村持ト云フ趣意ナリ殊 原告長浜村三浦民部外三人取扱人ニ相立調印モ之レアリ又天明度大石村差出明細帳写ノ文中ニ当村山内ヘ他村ヨリ入会一切無之トアルハ即チ当村山内 他村ヨリ ハサル確証ニ有之且又宝暦度長浜村小左衛門外一人ヨリ
46
流経法学　第13巻 第 2 号
甚兵衛外一人ヘ宛差入レタル小作証文並安永度ニ長浜村彦右ヱ門外四人ヨリ大石村渡辺将監外一人ヘ宛差入レタル証文中ニ大石村山内ニテ夜荷イテ木松木枝葉等一切持運ヒ申間敷ト有之若シ果シテ長浜村入会山ナラバ同村ノ者共右様ノ儀書載スベキ謂レ無之実際ニ於テモ亦入会タル儀曽テ無之ニ付仮令大石村薪山税トシテ年々納来ルト雖トモ当村ニ於テハ地券取調帳簿ヘ長浜村入会ノ名義ヲ記載シ難キハ勿論実際薪秣等伐刈等為致カタキ旨申立タリ　　　
第三条
明治二巳年以前モ長浜村ニ於テ大石村薪山税上納致シ来リシ哉又天明度ノ大石村明細帳ノ儀モ旧代官所ヘ差出シ有之哉ノ両条ヲ山梨県庁ヘ照会 及フ処長浜村ニ於テ大石村薪山税 儀ハ明治二巳年以前モ同様上納シタルニ相違無 大石村ノ明細帳ニ至テハ捜索ニ及フト雖モ終ニ見当ラサル旨回答アリ依テ裁決スル左ノ如シ　　　
第四条
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右奉申上候王政御一新以来追々国能一事務ヲ被為整御改正之折柄国為筋者勿論村為筋ニ茂相成候様弁理ノ見込有之候ハヽ無遠慮可申出旨御沙汰候ニ付難有御儀ニ一同承知罷存候処然ルニ上芦川 より同県第三十四区都留郡大石村地内へ相掛リ新道修繕仕度一同示談行届尤モ駿州沼津小田原へ旧脇往還ニ御座候処猶又今般都留郡第三十三区谷 へ御勘解裁判被御立置同三十四区副地村へ出所御開キ付テハ是迄之甲府道路不弁理 付模様替致仕度然ル処都留郡大石村ニテハ地所貸渡ス而已 テ第廿三区上芦川村ニテ同村地内者勿論第三十四区都留郡大石村分内近課出仕候儀ト協議行届模様替之義別紙図面之箇所 見分之上御聞届被成下度左之名前之もの一 以連ヲ奉願上候以上　　　　　　　　　
右
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都留郡大石村役人並小前百姓百三十六人代兼名主宇右ヱ門外十人ヨリ同村与一之助外五人エ相掛リ御訴訟奉申上候ハ当村分内字久保井坂下ト申場所ニテ山畑三反六畝十歩此取稗八升六合如何之訳合ニテ当村御取箇外ニ有之候哉右畑稼ヲ以与一之助義近来右畑続村内入会秣場迄ニ切開キ□ヘ村方総百姓右場所ヘ柴秣薪取ニ羅越候処前々不来し道筋迄切潰シ当時畑形凡一町歩余有之其上右畑三反六畝十歩之場所ハ字久保井坂下ト申場所 限候処右場所之外字丸山ト申ヲ打越字大沢尻ト申村内入会場是又勝手儘切開候間指揮候処彼是申取引不仕候ニ付無拠御訴訟申上候趣申之候此段与一之助外六人御答奉申上候先年寛文九年御検地之御縄受甚左ヱ門子孫与一之助同人分家甚左ヱ門与惣治御縄受甚左ヱ門弟七郎右ヱ門子孫甚右ヱ門同人分家与市七左ヱ門銀之助奉申上候私共先祖渡辺越前守ト 者武田家ヘ御奉公相勤メ御書付等頂戴仕罷在候ニ付谷村御城主様方御代ニ御役被仰付御書付頂戴仕候ニ付先年寛文九年御検地之節居屋敷並当村分内字久保井坂下 テ山畑三反六畝十歩 内同所西ノ方私共先祖甚左ヱ門預五篭合二反二畝十歩同所東ノ方七郎右ヱ門預四篭合 反三畝廿四歩 除 ニ被成下置代ニ進退罷在候処村方之者共一同申合字久保井西ノ方二反二畝十六歩之場所 方入会秣場ト申立候私共 除地久保井坂下東ノ方七郎右ヱ門
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明治初年の大審院入会判決関係資料































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































	 東京上等裁判所ノ判文ニ山梨県庁ヘ照会シ該論所租税取立振ヲモ取調ニ及フ処旧幕府代官ヨリ引継タル長浜村年貢割付帳ニ大豆二斗五升大石村薪山年貢ト判 記載有之右帳簿ハ旧代官所ニ於テ年貢割付増減ノ分年々掛紙ヲ以テ計算致シ清書ノ上村方ヘ下付セシ元治元甲子年以来ノ元 ナレハ従前長浜 ヨリ大石村薪山年貢
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	 該薪山ニ対シ長浜村ニテ納メシ貢租ハ不正ナル旨原告申立レトモ該貢租ハ元治以降ノ元帳ニ判然ナル趣山梨県庁ヨリ東京上等裁判所ヘ回答セラレシモノニテ明瞭ナル故何ソ ヲ不正ノ貢納ト云ヲ得ン且地租ヲ納ムルニハ必ス現地ナカルヘカラス既ニ薪山ノ現地アリ而 テ之カ租ヲ出ス然ラハ則チ長浜村ニ於テモ其 ヲ有スヘキハ亦当然ナラスヤ
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	 上告要旨第六条東京上等裁判所 於テ三浦三右衛門 引合人トシテ呼出サレンコトヲ乞タ 採用ナカリ
94
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旨申立ルニ因リ之ヲ控訴状ニ徴スルニ控訴状ニハ三右衛門ハ古来ヨリ代々名主役ヲ相勤メ実際入会ニ非サルヲ知レルカ故 先般長浜村ヨリ山梨裁判所ヘ出訴ノ節モ三右衛門ニ於テハ連署セス唯皆済目録ニ大石村ノ名義アルヲ以テ当今ノ村吏一村ヲ煽動セシ事情ハ三右衛門取調アラハ判然スヘシト記載セシ而已ナリ夫レ原告大石村ニ於テ当時証拠物ヲ出シテ其証拠ノコト 付 ノ呼出ヲ求メシコトナレハ呼出スヘキコトナトモ唯三右衛門ヲ呼出スコトノミニ ハ口上 ミノ証ヲ取ルコトユヘニ仮令ヒ三右衛門ヲ呼出シタリトモ三右衛門ノ口上ノミニテハ皆済目録ニ記載シアル 年貢 消スコトヲ得サル 依リ東京上等裁判所ニ於テ三 ヲ呼出ス迄モナク控訴状 却下セ ハ不法ノ処分ニ非スト
　








	 上告要旨第八条ハ初審及ヒ終審ノ裁判 対 タルモノニ無之 付本院 於テ 之レカ弁明 与ヘス其理由ハ第一条ニ同シ
　　　　
判決
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明治初年の大審院入会判決関係資料
　
	 前条々ノ如クナルヲ以テ東京上等裁判所ノ宣告中長濱村ヨリモ已ニ納税仕来ル上ハ共ニ入会薪秣ヲ伐取ルモ当然ナリト云ヘル部分 破毀シ本院ニ於テ裁判スルコト左ノ如シ
　
長浜村ヨリモ薪山年貢ヲ上納シ来ル上ハ長浜村ハ大石村ト共ニ薪山ニ入会ヒ薪ヲ伐取ルハ当然ナリトス
